審議事項１　資料

柏駅東口Ｄ街区移転後の柏市民ギャラリーについて

１　柏駅東口Ｄ街区再開発ビルについて

○柏駅東口Ｄ街区第一地区市街地再開発組合は，同地区（柏市柏一丁目，柏市中央町の一部）において，地下１階地上２７階建てのＤ街区棟（約３３，５００㎡）と，地下１階地上６階建てのＥ街区棟（約９，９００㎡）の再開発ビル建設事業を進めています。

○Ｄ街区棟には商業・業務や公益施設，住宅２５８戸，タワーパーキング，Ｅ街区棟には商業・業務施設や自走式駐車場，駐輪場を設ける予定です。

○柏市は，Ｄ街区棟３階（約２，３００㎡）に公共公益的施設（「（仮称）市民交流センター」）を設置する準備を進めています。そのセンター機能のひとつとして市民ギャラリーが新施設に移転する予定であり，そのほか市民活動センター（フリースペース，会議室機能，図書館受返却窓口，キッズコーナーを含む）が設置される予定です。

○現在，再開発ビルの本体工事に着手中であり，各施設の詳細な設計については

　今年度中に行い，平成２８年４月の完成（実際の利用は平成２８年５月から）

　を予定しています。

２.ギャラリー施設基本情報及び設備等について
　「（仮称）市民交流センター」フロア（再開発ビル３階），外部からの入口からす

　ぐの場所に配置される予定です。

　予定面積は以下のとおりとなります。

	種　別
	床面積

	ギャラリー展示スペース（受付含む）
	３００㎡（現行約２４０㎡）

	主催者控室
	２０㎡　（現行１３．２㎡）

	ギャラリー倉庫
	５０㎡　（現行１５㎡）

	計
	３７０㎡（現行２７９．９㎡）


※現在ギャラリー施設内に配置されている事務室（１０㎡）については，市民交流センター全体を管理する事務所内に統合される予定です。

※重要文化財等の美術品の展示に対応できるよう，ギャラリー部分に独立した２４時間温湿度管理のできる空調設備を整備することを要求しています（現在は柏髙島屋ステーションモールの営業時間のみ空調が入り，施設ごとの温湿度の微調整等ができない）。

※作品保護のため，窓等外光が入るような部分がないように設計する予定です。

３．使用料について

（１）これまでの経緯
	経過年度
	使用料（１日あたり）

	昭和５４年～平成３年度
	１６，０００円（ギャラリー１０，０００円，会議室６，０００円）

	平成４年度～平成８年度
	１６，４８０円（改装により会議室は廃止。消費税３％相当を課税）

	平成９年度～平成２３年度
	１６，８００円（消費税相当分を５％に改定）

	平成２４年度～平成２５年度
	２１，０００円（２５%改定）

	平成２６年４月～
	２５，９２０円（平成２３年度までの使用料に対して５０％と，消費税相当分を改定）


※入場料を徴する場合及び会場内で販売を行う場合は上記料金の倍額を徴する

○平成２７年１０月１日からの消費税率変更に伴い，現行施設利用中にもう一度使

　用料の見直しが行われることが見込まれております。

○新施設の使用料については，柏市が平成２５年１月に策定した「受益者負担の適正化基準」に沿った算定を行う予定です。市民ギャラリーはその性質上，適正化基準においては５０％程度の受益者負担（工事・施設管理費などに基づいた経費の負担）が見込まれています。現在は工事費や施設管理費の見積が出されておらず，具体的な金額の算定ができませんが，場合によっては使用料の値上がりが見込まれます。（ただし，１回の改定における料金改定率は５０％を上限とします）

　４．管理体制について

　現在，柏市民ギャラリーは文化課による施設管理，貸館としての管理がされています（現場管理についてはシルバー人材センターに業務委託）。新規開館する市民交流センターについては，市民ギャラリー，市民活動センター等各機能について，指定管理者などに管理委託をすることを検討中です。しかし，一般利用者の貸し出し以外の企画展示（平成２４年度の滝平二郎展，今年度の柏市所蔵作品公開展のような企画）については直接関わることのできるような体制とすることを検討しています。
